
2025年度明治大学

【情報コミュニケーション学部】

解答時間 60分

配点 100点

す

数 問 題

はじめに， これを読みなさい。

1.試験場内では，監督者の指示に従うこと。

2.解答を始めるよう合図があるまで，問題冊子は開かないこと。

3. この問題冊子は8ページある。ただし，ページ番号のない白紙はページ数

ない。

4.解答用紙に印刷されている座席番号が正しいか，受験票と照合すること。

5.監督者の指示に従い，解答用紙の氏名欄に氏名を記入すること。
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「解答用紙」の所定欄にマークするか，また

定欄以外のところには何も記入しないこと。

7.解答は，必ず鉛筆またはシャープペンシル（いずれも HB•黒）で記入する

ること。所

こと。

8.訂正する場合は，消しゴムできれいに消し，消しくずを残さないこと。

9.解答用紙は，絶対に汚したり折り曲げたりしないこと。

10. 問題冊子の余白等は適宜利用してよいが， どのページも切り離さないこ

と。

且解答用紙は持ち帰らず，必ず提出すること。

12.問題冊子は必ず持ち帰ること。

13. 

15. 

または不正行為と疑われる行為に対しては，厳正に対処する。

14.マークシート記入例

〔I〕～〔w〕まで4問ある。 4問すべてに解答すること。
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〔I〕(1)~(5)において，R,餞cの値の大小関係を調べ，最大のものと ものを，そ

れぞれ所定の解答欄 にマークせよ。

(1) @ log10 2 + log10 3 @ log10 8 -log10 2 c log210 

R 
1 5 2 

(2) 
⑬-、 ＠ 3y12-、 c 3⑫ -2⑬ 

1 
(3) 90° < 0 < 180° でsin0+ cos0 =—ー2 のとき，

@ sin0cos0 @ cos0 -sin0 c tan0+~ 
1 

tan 

(4) {an}の初項から第n項までの和を Snとする。

@ a2 = 12, a5 = 30であるときの初項 a1

R a2 = 7, S 5 = 30であるときの初項 a1

c S2 = 18, Ss = 30であるときの初項 a1

(5) 集合Xの要素の個数が有限であるとき，その個数を n(X)と表すことにする。

Uおよび Uの部分集合A,Bがそれぞれ

U = {nlnは15以下の自然数｝

A=  {1, 2, 5, 7, 9, 10, 12, 14, 15} 

B = {2, 4, 5, 9, 10, 13, 15} 

であるとき，

@ n(AUB) 

@ n(AUB) 

c n((AnB)u( ）） 

ー



（このページは計算用紙として使用してもよい。問題は次ページに続く。）
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〔II〕所定の解答欄（表面）に，解答をマークせよ。

の［口こ］などは解答が1ケタの数であることを［三□□］などは解答
が2ケタの数であることを［：□三］などは解答が3ケタの数であることを表して
いる。

なお，分数形で解答する場合，それ以上約分できない形で答えること。

(1) Xの2次方程式丑＋（3k-1)x+2炉＋2=0 もたないとき， Kの

二＜ K＜□□］である。
(2) 変量xのデータの分散が20であるとする。このとき，y= -3x+4によって得ら

れる新しい変量yのデータの分散は［三三三］，

である。ただし，y15= 2.24として計算せよ。

・仁

(3) X とyがともに自然数であり，丑— l0x+8 ＝炉であるとき， x の値は［三三二］
る

(4) 円に内接する四角形 ABCDがあり， AB= 5, BC = 5, CD = 8, DA = 3 

であるとき，乙Aの大きさは °である。また，四角形ABCDの面積は

口である。
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（このページは計算用紙として使用してもよい。問題は次ページに続く。）
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直〕 （1)~(3)の空欄□□～ロコこついては下の解答群から解答を選び，

にその番号をマークせよ。（4)については所定の解答欄（裏面）に解

と答をとも

曲線C:y 

曲線C

ものを l2と

丑＋2x＋必とする。ただし aは実数で a>lとする。また，

l1，曲線Cの接線のうち，

。このとき，次の問に答えよ。

りかつ傾き

(1) 曲線C

と

る

をaを用い と，（〖口］ ）である。

(2) hの式を aを用い と，y=( )x る。

(3) 曲線Cと直線らの接点の x座標を aを用い と， である。

(4) 曲線Cと直線hで囲まれた部分の面積を S1，曲線Cと直線hおよびらで囲ま

れた部分の面積を品とするとき， 81＝品となる aの値を求めよ。

ロ］［口l （同じものを繰り もよい）
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（このページは計算用紙として使用してもよい。問題は次ページに続く。）
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〔w〕(1)~(3)については所定の解答欄 に解答をマークせよ。 (4)について

の解答欄 に解答経過と も

の［ロニ］は解答が1ケタの数であることも［三三こ］などは解答が2

ケタの数であることを表している。

なお，分数形で解答する場合，それ以上約分できない形で答えること。

下の図のような東西に延びる 5 と，南北に延びる 5 して，

目のように区分された街がある。なお， 2本の道が交わるところをポイントと呼ぶこと

にする。図中に示すように，街の中にはポイント A,B, C, D, Eがあり，ポイント

Aは街の南西角に，ポイント Bは北東角にある。

この街でXさんと Yさんが，次のルールに従って移動するものとする。

• Xさんは東または北にしか進まない。

• yさんは西または南にしか進まない。

• Xさんも Yさんも，各ポイントで同時にそれぞれサイコロ り，出た目に

応じて下の表に示す方向に 1つ隣りのポイントまで進む。ただし，一方向に

しか進めないときは，サイコロの目にかかわらず，確率1でその方向に進む。

北

西

A
 

E 

D 

C 

B 
サイコロ
IXさん IYさん

の出た目

東
I ポイント 1, 2, 3 

C,D,E以外 4, 5, 6 

ポイント 1, 2, 3, 4 

C, D, E 5, 6 

南

このとき，以下の問 ょ。

(1) Xさんがポイント Aにいるとする。このとき， Xさんがポイント C,D, Eのい

ずれも通らずにポイント Bに到着する経路はすべてで［ロロ：］通りある。

7
 



(2) Xさんがポイント Aにいるとする。このとき， Xさんがポイント Cを通り，か

つポイント Dを通らず，さらにポイント Eを通ってポイント Bに到着する確率は

三］ である。

(3) Xさんがポイント Cに， Yさんがポイント Eにいるとする。この後， Xさんと Y

さんが出会う確率は である。

(4) Xさんがポイント Aに， Yさんがポイント Bにいるとする。この後， Xさんと Y

さんがポイント D以外で出会う確率を求めよ。

（以上問題終）
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